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養心会三つの心

争
わ
な
い
心

　
拘
わ
ら
な
い
心

　
　
　
　
焦
ら
な
い
心

■ 

楊
名
時
先
生
を
偲
ぶ
太
極
拳
交
流
大
会

山
名
暁
美

6
月
12
日
（
土
）、「
楊
名
時
先
生
を
偲
ぶ
太
極
拳

交
流
大
会
」
が
、
京
橋
プ
ラ
ザ
区
民
館
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
快
晴
で
遠
く
は
仙
台
や
新
潟
、

焼
津
、
そ
し
て
東
京
近
隣
の
１
５
０
名
の
同
学
の
仲

間
が
参
加
し
ま
し
た
。

木
村
鎮
夫
師
範
の
司
会
に
よ
る
総
会
の
後
、
楊
名

時
先
生
へ
全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
楊
麻
紗
先

生
は
ご
挨
拶
の
中
で
、「
今
年
は
楊
名
時
先
生
が
日

本
で
太
極
拳
を
教
え
ら
れ
て
か
ら
50
年
に
な
り
、
養

心
会
は
設
立
5
年
目
の
共
に
め
で
た
い
節
目
の
年
で

す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

全
員
の
八
段
錦
、
太
極
拳
の
後
は
、
皆
が
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
る
講
演
会
で
す
。
今
年
は
帯
津
三
敬

病
院
で
、
気
功
、
鍼
灸
治
療
に
当
た
ら
れ
て
い
た
鵜

沼
宏
樹
先
生
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
鵜
沼
先
生
は
中

国
の
留
学
時
代
に
、
呉
式
、
楊
式
、
陳
式
の
ご
老
師

に
師
事
を
受
け
ら
れ
て
い
る
太
極
拳
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
で
も
あ
り
ま
す
。

楊
名
時
先
生
が
帯
津
病
院
に
入
院
さ
れ
て
い
た

時
、
鵜
沼
先
生
に
「
太
極
拳
の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
治

療
し
て
ほ
し
い
」
と
依
頼
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
お
話
の
仕
方
も
ゆ
っ
く
り
、
病
院
の
廊
下
を
点

滴
を
引
き
な
が
ら
歩
く
様
子
も
悠
々
と
さ
れ
て
い

て
、
全
て
が
太
極
拳
の
姿
だ
っ
た
こ
と
が
、
強
く
印

象
に
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

帯
津
病
院
で
は
入
院
中
の
患
者
さ
ん
も
、
気
功
や

太
極
拳
を
や
っ
て
い
ま
す
。
体
の
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
っ

て
う
ま
く
動
け
な
い
人
も
、
終
わ
っ
た
後
は
頬
が

う
っ
す
ら
と
紅
潮
し
体
に
良
い
こ
と
は
漠
然
と
わ

か
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年
の
春
、
中
国
の
北ほ
く
た
い戴
河が

へ

衝
動
的
に
気
功
の
勉
強
に
行
っ
た
折
、
は
っ
き
り
と

気
付
か
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
は
〝
ヘ
タ
な
太
極
拳

で
も
体
に
効
く
〞
と
い
う
こ
と
。
中
国
の
太
極
拳
の

大
家
の
中
に
は
、
病
気
に
な
っ
て
か
ら
太
極
拳
を
や

り
始
め
て
長
寿
を
保
た
れ
た
方
も
い
る
そ
う
で
す
。

体
に
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
も
、
上
手
で
な
く
て

も
、
ゆ
っ
く
り
動
き
、
ゆ
っ
く
り
と
呼
吸
す
る
こ
と
。

吸
っ
て
吐
い
て
、
吸
っ
て
吐
い
て
の
規
則
正
し
い
腹

式
呼
吸
が
体
に
効
い
て
い
る
こ
と
が
確
証
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
、
楊
名
時
太
極
拳
は
甩
手
が
大
変
す
ば
ら

穏やかな気が溢れる全体演舞

第11号 （2）　2010.8.10

し
く
、八
段
錦
（
陰
系
の
経
路
に
効
く
）、太
極
拳
（
陽

系
の
経
路
に
効
く
）
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
他
に
な
い

質
の
高
い
勝
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。
講
話
後
の
鵜
沼
先
生
の
太
極
拳
の
演
舞
は
、

悠
久
の
中
国
を
連
想
さ
せ
る
力
強
く
、
し
な
や
か
な

見
事
さ
で
し
た
。

鵜
沼
先
生
の
講
演
の
後
の
全
体
稽
古
は
、
い
つ
も

よ
り
更
に
気
持
ち
よ
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

高
橋
裕
子
師
範
の
閉
会
の
辞
、
田
村
久
夫
師
範
の

音
頭
に
よ
る
一
本
締
め
で
、「
楊
名
時
先
生
を
偲
ぶ
太

極
拳
交
流
大
会
」
は
終
了
し
ま
し
た
。
帰
り
に
は
海

竜
社
の
下
村
の
ぶ
子
社
長
よ
り
、
お
心
づ
く
し
の
桃

の
お
菓
子
の
お
み
や
げ
を
頂
戴
し
、
皆
、
笑
顔
の
散

会
と
な
り
ま
し
た
。

■ 

な
に
わ
友
の
会

　
　
一
泊
研
修
会
に
参
加
し
て

西
野
栄
子

「
第
13
回
健
康
太
極
拳
な
に
わ
友
の
会
」
の
一
泊
研

修
会
が
、
5
月
29
日
〜
5
月
30
日
に
、
世
界
遺
産
・

真
言
密
教
の
聖
地
高
野
山
で
、
関
東
地
区
、
名
古
屋
、

奈
良
の
仲
間
を
お
迎
え
し
て
、
80
名
の
参
加
者
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

宿
坊
福
智
院
に
到
着
後
、
す
ぐ
に
駐
車
場
に
て
茶
木

康
晴
師
範
の
「
皆
さ
ん
元
気
で
す
か
」
の
か
け
声
の
も

と
、
10
人
の
師
範
の
説
明
指
導
で
、
立
禅
、
甩
手
、
一

段
錦
か
ら
八
段
錦
と
太
極
拳
24
式
を
小
鳥
の
さ
え
ず
り

を
聴
き
な
が
ら
、気
持
ち
よ
く
行
い
ま
し
た
。
夕
食
は
、

自
然
の
恵
み
た
っ
ぷ
り
の
精
進
料
理
に
舌
つ
づ
み
を
う

ち
ま
し
た
。
夕
食
後
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
各
教
室

の
メ
ン
バ
ー
を
紹
介
し
て
、
各
自
持
ち
寄
り
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
交
換
し
て
、
場
が
和
み
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

写
経
体
験
や
二
次
会
に
参
加
さ
れ
る
方
、
各
部
屋
に
て

親
睦
を
は
か
る
方
、
天
然
温
泉
に
入
る
方
な
ど
思
い
思

い
の
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
特
に
、
お
風
呂
は
、
天
然

温
泉
、
露
天
風
呂
、
た
た
み
の
風
呂
、
サ
ウ
ナ
風
呂
が

24
時
間
い
つ
で
も
利
用
で
き
て
、
気
持
ち
良
か
っ
た
で

す
。
別
室
で
の
二
次
会
で
は
、
茶
木
康
晴
師
範
の
「
太

極
の
華
」、杉
江
満
寿
夫
師
範
の
気
の
通
っ
た「
三
段
錦
」

の
演
舞
が
圧
巻
で
し
た
。

2
日
目
は
、
朝
6
時
か
ら
の
壇
上
伽
藍
（
根
本
大

塔
）
で
の
早
朝
稽
古
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
朝
の
凛

と
し
た
空
気
の
中
、
雲
一
つ
な
い
青
空
の
下
、
朝
の

読
経
と
鶯
の
声
、
自
然
と
の
一
体
感
を
楽
し
み
な
が

ら
の
素
晴
ら
し
い
太
極
拳
で
し
た
。
朝
食
後
、
高
野

山
奥
の
院
へ
の
参
拝
は
、
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
で
杉

木
立
の
中
、
奥
の
院
御
廟
を
め
ぐ
り
、
弘
法
大
師
の

御
廟
を
参
拝
し
、
弘
法
大
師
の
遺
徳
を
偲
び
ま
し
た
。

そ
の
後
、
再
び
壇
上
伽
藍
で
太
極
拳
を
舞
い
、
最

後
に
全
員
で
手
を
つ
な
ぎ
一
つ
の
輪
に
な
っ
て
、「
幸

せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」
を
歌
い
、
太
極
拳
を
通
じ

て
の
御
縁
を

喜
び
合
い
ま

し
た
。
昼
食

後
、
ま
た
の

再
会
を
約
束

し
て
散
会
。

大
宇
宙
自
然

の
パ
ワ
ー
を

い
た
だ
き
、

仲
間
に
感
謝

の
有
意
義
な

一
泊
研
修
で

し
た
。謝
謝
。

楊名時先生の思い出を語る鵜沼宏樹先生 挨拶される楊麻紗先生

高野山の気を浴びての笑顔
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■ 

妙
心
寺
派
河
野
太
通
管
長
晋
山
式

楊
麻
紗

去
る
5
月
29
日
（
土
）、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
第

33
代
河
野
太
通
管
長
の
晋
山
式
（
就
任
式
）
が
、

京
都
・
花
園
の
大
本
山
妙
心
寺
で
営
ま
れ
ま
し

た
。
養
心
会
か
ら
私
と
曽
根
田
千
恵
子
師
範
、
楊

砂
織
さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
見
事
な

五
月
晴
れ
で
、
七
堂
伽
藍
と
47
の
塔
頭
が
建
ち
並

ぶ
広
大
な
境
内
に
は
、
殊
更
に
清
浄
な
気
が
溢
れ

て
い
ま
し
た
。

午
前
8
時
、
太
通
管
長
は
勅
使
門
か
ら
正
法
山
に

お
入
り
に
な
り
、
山
門
、
仏
堂
、
開
山
堂
、
玉
鳳
院

へ
と
就
任
報
告
の
お
経
を
唱
え
る
た
め
に
、
参
進
さ

れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
参
道
脇
で
、
河
野
管
長
の
傅

法
衣
姿
を
晴
れ
や
か
に
拝
見
し
ま
し
た
。

そ
し
て
10
時
30
分
。
法
堂
で
の
晋
山
上
堂
式
に

は
、
各
宗
派
管
長
は
じ
め
専
門
道
場
師
家
や
宗
門

の
僧
侶
・
信
徒
な
ど
約
１
３
０
０
名
が
出
席
。
古

式
に
の
っ
と
り
須
弥
壇
に
登
ら
れ
た
河
野
管
長

は
、
正
法
山
主
と
し
て
の
境
地
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
後
各
界
か
ら
の
祝
辞
が
あ
り
、
12
時
に

上
堂
式
が
終
了
し
ま
し
た
。

太
極
拳
の
ご
縁
で
、
伝
統
と
格
式
の
あ
る
河
野

太
通
管
長
晋
山
式
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
光
栄
に
思
い
ま
し
た
。
心
か
ら
の
祝
意
と
お
喜

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
河
野
太
通
管
長
は
全
日
本
仏
教
会
の
会

長
と
、
姫
路
市
網
干
の
龍
門
寺
住
職
を
兼
務
さ
れ

る
そ
う
で
す
。 

（
写
真
・
曽
根
田
千
恵
子
）

傳法衣姿で仏堂へ参進される河野太通管長

祝鐘の相打ち鳴るる初夏の朝

勅使門くぐる管長風薫る　　

式典の古式ゆかしや五月晴れ

こ
の
日
の
た
め
に
開
か
れ
た
勅
使
門

■ 

お
知
ら
せ

● 

楊
麻
紗
先
生
待
望
の
本

10
月
10
日
、
亡
き
楊
名
時
先
生
の
誕
生
日
に
合
わ

せ
て
、
楊
麻
紗
先
生
の
太
極
拳
の
本
が
海
竜
社
よ
り

出
版
さ
れ
ま
す
。「
養
心
会
の
教
科
書
を
是
非
作
っ
て

欲
し
い
」
と
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
応
え
た
も
の
で
す
。

Ｂ
5
判
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
き
で
、
定
価
は
１
６
０
０
円

の
予
定
で
す
。

● 

楊
名
時
先
生
の
七
回
忌
法
要
と
墓
参

来
年
は
、
楊
名
時
先
生
の
七
回
忌
を
迎
え
ま
す
。

楊
名
時
先
生
と
の
縁
の
深
か
っ
た
4
人
の
方
々
、
河

野
太
通
老
大
師
、
帯
津
良
一
先
生
、
金
澤
弘
和
先
生
、

鵜
沼
宏
樹
先
生
を
お
招
き
し
て
、
七
回
忌
法
要
を
行

い
ま
す
。

● 

七
回
忌
法
要

日
　
時
　
7
月
2
日
（
土
）　
12
時
〜
14
時
30
分

会
　
場
　
東
京
・
上
野
精
養
軒

会
　
費
　
１
５
０
０
０
円

　
　
　
　
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
正
餐
ス
タ
イ
ル
で
す
。

定
　
員
　
２
０
０
名

● 

墓
参
と
高
尾
山
散
策

日
　
時
　
7
月
3
日
（
日
）　
11
時
（
予
定
）

墓
　
参
　
東
京
・
八
王
子
公
園
の
杜
墓
地

　
　
　
　
昼
食
の
後
、
高
尾
山
散
策

定
　
員
　
50
名
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■ 

第
二
回
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た

２
０
１
０
年
6
月
12
日
開
催
の
特
定
非
営
利
活

動
法
人
太
極
拳
養
心
会
の
総
会
に
於
て
、
下
記

の
3
議
案
が
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

第
1
号
議
案
　 

平
成
21
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収

支
決
算

第
2
号
議
案
　 

平
成
22
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収

支
予
算

第
3
号
議
案
　 

年
会
費
の
額
（
３
０
０
０
円
）

平成22年度　事業収支予算
平成22年 4月 1日～平成 23年 3月 31日まで

（単位：円）
科　目 金　額

（経常収支の部）
Ⅰ　経常収入の部 2000000
　1　会費・入会金収入

入会金収入
会費収入 2000000

　2　事業収入 800000
太極拳の普及事業収入 500000
太極拳の指導者育成事業収入 300000

　3　補助金等収入 0
地方公共団体補助金収入 0
民間助成金収入 0

　4　寄付金収入 0 0
　5　その他収入 0

利息収入 0
　6　その他の事業会計からの繰入 0 0

経常収入合計 2800000

Ⅱ　経常支出の部
　1　事業費 900000

太極拳の普及事業費 100000
太極拳の指導者育成事業費 400000
太極拳機関紙発行広報費 400000

　2　管理費 1640000
消耗品費 60000
通信運搬費 30000
事務関連費 1400000
会議費 50000
支払手数料 100000
租税公課 0

Ⅲ　経常支出合計 2540000
経常収支差額 260000
当期収支差額 260000
前期繰越収支差額 1364374
次期繰越収支差額 1624374

平成21年度　事業収支決算
平成21年 4月 1日～平成 22年 3月 31日まで

（単位：円）
科　目 金　額

（経常収支の部）
Ⅰ　経常収入の部
　1　会費・入会金収入 1852500

入会金収入 0
会費収入 1852500

　2　事業収入 380000
太極拳の普及事業収入 380000
太極拳の指導者育成事業収入 0

　3　補助金等収入 0
地方公共団体補助金収入 0
民間助成金収入 0

　4　寄付金収入 359840 359840
　5　その他収入 185

利息収入 185
任意団体からの繰入金 0

　6　その他の事業会計からの繰入 0
経常収入合計 2592525

Ⅱ　経常支出の部
　1　事業費 620275

太極拳の普及事業費 32050
太極拳の指導者育成事業費 300000
太極拳機関紙発行広報費 288225

　2　管理費 1458287
消耗品費 52640
通信運搬費 50720
事務関連費 1150000
会議費 31256
租税公課 1000
交際接待費 43176
支払手数料 129495

Ⅲ　経常支出合計 2078562
経常収支差額 513963
当期収支差額 513963
前期繰越収支差額 850411
次期繰越収支差額 1364374

■ 

太
極
拳
で
脳
梗
塞
の
改
善

坂
寄
尚
子

太
極
拳
の
仲
間
の
Ａ
さ
ん
が
、
3
年
前
に
脳
梗
塞

で
倒
れ
ま
し
た
。
幸
い
に
生
命
は
助
か
っ
た
の
で
す

が
、
後
遺
症
が
残
り
そ
の
後
は
厳
し
い
リ
ハ
ビ
リ
の

日
が
続
き
ま
し
た
。
一
週
間
の
リ
ハ
ビ
リ
予
定
表
に

は
、
手
・
足
・
言
葉
そ
れ
ぞ
れ
が
ビ
ッ
シ
リ
と
書
き

込
ま
れ
、
Ａ
さ
ん
は
一
生
懸
命
リ
ハ
ビ
リ
に
励
み
ま

し
た
。

私
は
週
に
一
度
Ａ
さ
ん
を
見
舞
う
の
で
す
が
、
そ

の
回
復
ぶ
り
は
目
を
見
張
る
ば
か
り
で
す
。
そ
ん
な

彼
女
と
会
う
の
が
私
は
と
て
も
楽
し
み
で
、
天
気
の

良
い
日
は
車
イ
ス
で
外
へ
散
歩
に
連
れ
出
し
、
草
花

を
見
た
り
教
室
の
出
来
事
を
話
し
た
り
し
ま
し
た
。

現
在
、
Ａ
さ
ん
は
自
宅
に
戻
り
、
午
前
中
は
リ
ハ

ビ
リ
の
た
め
通
院
し
て
い
ま
す
。
午
後
は
寝
た
き
り

に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
、
い
つ
も
き
ち
ん
と
洋
服
を

着
て
い
て
、
絶
対
ベ
ッ
ト
に
は
横
に
な
ら
な
い
そ
う

で
す
。
今
も
週
一
度
の
見
舞
う
午
後
の
2
時
に
は
、

準
備
を
整
え
て
待
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

私
と
一
緒
に
Ａ
さ
ん
を
見
舞
う
Ｂ
さ
ん
は
、
帯
状

疱
疹
を
7
ヶ
月
患
っ
て
い
ま
す
。
Ｂ
さ
ん
は
歩
く
こ

と
が
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
し
た
が
、
現
在
回
復
し

て
今
年
の
2
月
か
ら
教
室
に
復
帰
し
て
い
ま
す
。

脳
梗
塞
の
Ａ
さ
ん
は
、
自
宅
で
八
段
錦
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
深
長
呼
吸
も
し
っ
か
り
出
来
て
い
ま

し
た
。
長
年
太
極
拳
を
稽
古
し
た
も
の
は
病
気
に

な
っ
て
も
身
に
つ
い
て
る
こ
と
に
驚
き
、
涙
が
で
る

程
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
太
極
拳
は
ス
バ
ラ
シ
イ
！

第11号 （5）　2010.8.10

ホームページ用原稿募集！！
ホームページを更に充実したいと思
います。各地の行事、情報、レポート、
写真等、事務局までお寄せ下さい。

● ホームページアドレス ●
http://www.taikyokuken.jp

2 

流
れ
る
よ
う
な
優
雅
さ
は
、
長
年
の
稽
古
の

賜
物
と
思
う
。

3 

風
の
よ
う
な
自
然
の
動
き
で
し
た
。

4 

気
の
話
が
お
も
ろ
か
っ
た
。

等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

■ 

行
事
の
主
な
お
知
ら
せ

9
月
12
日（
日
）　「
第
5
回
健
康
太
極
拳
交
流
大
会
」

は
な
に
わ
友
の
会
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
大
阪
の
鶴

見
区
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。
世
話
人
・
高
橋

保
師
範
（
０
６
・
６
９
３
３
・
８
４
９
８
）

9
月
26
日（
日
）　
第
21
回
定
例
指
導
者
研
修
会

楊
麻
紗
先
生
に
よ
る
指
導
者
研
修
会
は
、
東
京
・
文

京
区
の
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
26
階
ス
カ
イ
ホ
ー
ル
で

行
い
ま
す
。
14
時
か
ら
で
す
。
な
お
、
8
月
の
研
修

会
は
お
休
み
に
な
り
ま
す
。

11
月
6
日
（
土
）〜
7
日
（
日
）　「
養
心
会
太

極
拳
合
宿
交
流
会
」
は
、
今
年
も
愛
知
常
滑

市
で
開
き
ま
す
。
世
話
人
・
杉
江
満
寿
夫
師
範

（
０
５
６
９
・
３
４
・
７
５
８
０
）

1
月
5
日（
水
）　
２
０
１
１
年
の
「
新
春
稽
古
」
が
、

東
京
・
綾
瀬
の
東
京
武
道
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

2
月
11
日（
金
）　
建
国
記
念
日
に
横
浜
中
華
街
の
揚

州
別
館
に
て
、「
新
春
懇
親
会
」
が
開
か
れ
ま
す
。

高
級
食
材
の
珍
味
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

【
編
集
後
記
】

　本
号
の
発
行
が
大
変
遅
く
な
り
ま
し
た
。
太
極
拳
の

本
の
執
筆
と
、
パ
ソ
コ
ン
担
当
者
が
一
ヶ
月
の
海
外
出

張
に
出
た
為
で
す
。

　楊
名
時
先
生
を
偲
ぶ
太
極
拳
交
流
大
会
、
河
野
太
通

管
長
晋
山
式
を
主
と
し
て
、
い
つ
も
と
は
違
う
構
成
に

な
っ
て
い
ま
す
。
立
秋
は
過
ぎ
ま
し
た
が
猛
暑
が
続
い

て
お
り
ま
す
。皆
様
、お
体
ご
自
愛
下
さ
い
。（
楊
麻
紗
） （絵／大石由美子）

残
暑
お
見
舞
い

　
　
　申
し
上
げ
ま
す

太
極
拳
養
心
会
理
事
長

　楊

　麻
紗

役
員
一
同

■ 

各
地
か
ら

草
　
加

　
5
月
13
日
　
埼
玉
県
草
加
市
に
於

て
「
草
加
八
段
錦
太
極
拳
研
修
会
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。
楊
麻
紗
先
生
、
楊
砂
織
さ
ん
、
デ
ィ
ミ
ト
リ
ー

さ
ん
が
出
席
し
、
例
年
を
上
回
る
参
加
者
は
熱
心
に

楊
麻
紗
先
生
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
楊
麻
紗
先
生
の
今
年
の
テ
ー
マ
は
、
太
極
拳
の
命

と
も
言
う
べ
き
「
虚
実
」
で
し
た
。

日
　
野

　
東
京
日
野
市
の
河
原
達
教
室
の
研

修
会
が
、
5
月
20
日
に
楊
麻
紗
先
生
を
お
迎
え
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
2
回
目
で
す
が
大
変
好
評

で
し
た
。
参
加
者
の
中
か
ら「
毎
年
や
っ
て
欲
し
い
」

と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
楊
麻
紗
先
生
は
「
雲

手
」
を
呼
吸
と
結
び
つ
け
て
や
る
方
法
を
指
導
し
ま

し
た
。水

　
俣

　
5
月
23
日
、熊
本
の
水
俣
市
で
「
楊

名
時
太
極
拳
肥
薩
交
流
会
」
が
開
か
れ
、
楊
麻
紗
先

生
、
坂
寄
尚
子
師
範
、
竹
田
朝
子
師
範
そ
し
て
楊
砂

織
さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。
楊
名
時
先
生
の
「
恕
―

許
し
の
心
」
を
麻
紗
先
生
が
話
さ
れ
る
と
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
涙
ぐ
む
人
も
お
り
ま
し
た
。盛
会
で
し
た
。

　
養
心
会
の
鹿
児
島
の
責
任
者
は
、
前
田
篤
宏
先
生

よ
り
川
俣
義
人
師
範
に
替
り
ま
し
た
。

長
　
岡

　
梅
雨
晴
れ
の
6
月
22
日
、
新
潟
・

長
岡
市
の
林
三
重
教
室
の
研
修
会
が
、
楊
麻
紗
先
生

を
お
迎
え
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
続
き
型
の

あ
や
ふ
や
な
点
の
集
中
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら

1 

爽
や
か
な
先
生
で
し
た
。


